
高校生に薦めたいＢＯＯＫリスト

「公」の歓送迎会と
して、３月に1回、４月に1
回あります。基本はホテルで
高級料理（！）そのために月々の
サラリーから○千円の積み立
てが天引き…もう慣れまし

たが。（東京都）

クラス担任のための
特別編集

上記ほか1校の事例を『キャリアガイダンス』No.33に掲載しています。『キャリアガイダンス』誌は各高校の校長、教頭・副校長、進路指導部の先生方に無料でお届けしています

一
冊
の
本
と
の
出
会
い
が
、そ
の
人
の
進
路
や
生
き
方
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
。

生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
読
書
だ
が
、ど
の
よ
う
に
促
進
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
？

目指す力の育成状況を年度末に
多面的にチェックし、次の活動に生かす

　寒河江工業高校のキャリア教育プログラム「輝くエンジニ
ア・ナビ」は、計画（Plan）・実践Do）・評価（Check）・改善
（Action）を繰り返すPDCAサイクルに基づき展開される。エ
ンジニアに必要な力の育成状況について、年度末に教員、
保護者、卒業生の就職先企業など幅広くアンケートを行い、
次の活動に生かしている。特長的なのが、生徒一人ひとりも
半期ごとに自己評価を行う点だ。自己評価をもとにキャリア担
当教員と面談し、次期の個人目標の設定や具体策を検討。
生徒は自ら目標に向けて改善していく態度を学ぶという。

● 目指す力の育成状況を定期的にチェック
● 生徒自身も自ら半期ごとに自己評価を行う
● 生徒各自のPDCAを担任以外の教員もサポート

［山形・県立寒
さ が え

河江工業高校］

アンケートをもとに活動ごとに反省会
改善策まで話し合っておく

　府中高校のキャリア教育の柱となっている総合学習「キャリアリサーチ」では、活動ごとに関係者へのアンケート
が実施される。アンケート作成において同校が留意している点は３つ。１つは、選択肢は「どちらでもない」のない４
段階評価にし、肯定的か否定的かを明確にしていること。２つめは、同種類の活動に関するアンケートでの質問項
目はなるべく前回とそろえて、時系列推移や年次別傾向も見られるよう
にすること。そして３つめは、フリーコメント欄を設置し、数値の裏にある
具体的な声も拾えるようにすることだ。こうしたアンケート結果をもとにし
て反省会を実施し、次年度の改善策まで話し合う。年度末にはそれらを
もとに年間総括を行い、全教職員で共有している。

● 活動ごとにアンケートをもとにした反省会を実施
● アンケートは４段階評価で行うなど分析しやすさを重視
● 総括した内容は全教職員で共有

［広島・県立府中高校］
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リクルートサービスを活用した指導実践例

 

「
第
一
志
望
な
ら
ば
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
入
学

を
目
指
せ
、と
伝
え
る
と
同
時
に〝
ち
ょっ
と

で
も
い
い
大
学
〞で
は
な
く〝
や
り
た
い
こ
と

が
で
き
る
進
路
〞を
目
指
す
よ
う
指
導
し
て

い
ま
す
」と
い
う
小
橋
康
之
先
生
が
進
路
指

導
部
長
を
務
め
る
西
の
京
高
校
。

　

同
校
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間「
弥

生
ゼ
ミ
」や
L
H
R
で
生
徒
が
進
路
を
探
求

し
、課
外
の「
実
力
養
成
講
座
」な
ど
で
そ

の
希
望
を
叶
え
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
る
。

　

な
か
で
も
２
学
年
は
４
月
の
進
路
適
性

検
査「
R‐C
A
P
」の
実
施
か
ら
は
じ
ま
り
、

仕
事
研
究
、学
問
研
究
な
ど
を
行
う
進
路

探
求
の
１
年
間
だ
。３
学
期
に
は
そ
の
仕
上

げ
と
し
て
、『
進
学
事
典
』を
使
っ
た
授
業
を

行
っ
て
い
る
。

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
縦
横
無
尽
に

使
い
可
能
性
を
探
求

　
２
月
に
行
う
「
ベ
ク
ト
ル
シ
ー
ト
」（
左

図
）は
単
線
的
な
思
考
を
複
線
に
広
げ
、

関
連
分
野
も
視
野
に
入
れ
た
う
え
で
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え
る
た
め
の
ワ
ー
ク
。

「
職
業
ゾ
ー
ン
」に
は
将
来
の
希
望
職
種
、

「
学
習
ゾ
ー
ン
」に
は
そ
れ
に
つ
な
が
る
学

部
学
科
・コ
ー
ス
、「
高
校
ゾ
ー
ン
」に
は
そ

の
た
め
に
今
や
る
べ
き
こ
と
を
記
入
す
る
。

逆
に
現
在
の
好
き
な
こ
と
・
興
味
の
あ
る

こ
と
か
ら
関
連
す
る
学
部
学
科
、そ
の
先

に
あ
る
職
業
へ
と
ベ
ク
ト
ル
を
伸
ば
し
て
い

っ
て
も
よ
い
し
、「
学
習
ゾ
ー
ン
」か
ら
始
め

て
も
よ
い
。
そ
の
際
、第
一
志
望
だ
け
で
な

く
ほ
か
に
興
味
の
あ
る
分
野
や
、近
い
分
野

に
つ
い
て
も
調
べ
、な
る
べ
く
広
く
枝
を
伸

ば
す
よ
う
指
導
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

 

『
進
学
事
典
』に
は
学
問
ご
と
に
学
べ
る

学
部
学
科
や
生
か
せ
る
高
校
の
科
目
な

ど
を
解
説
し
た
ペ
ー
ジ
、仕
事
名
か
ら
身
に

つ
け
た
い
知
識
や
つ
な
が
る
学
問
な
ど
を

調
べ
ら
れ
る
ペ
ー
ジ
、学
問
分
野
か
ら
学
校

を
検
索
で
き
る
ペ
ー
ジ
な
ど
複
数
の
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

 

「
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
入
口
の
あ
る

『
進
学
事
典
』が
あ
る
か
ら
で
き
た
授
業
。

担
任
へ
の
事
前
研
修
で
は
、い
ろ
い
ろ
な
ベ

ク
ト
ル
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
、イ
ン
デ
ッ
ク

ス
を
縦
横
無
尽
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
伝

え
ま
し
た
。そ
の
後
も
常
に
机
に
入
れ
、よ

れ
よ
れ
に
な
る
ま
で
使
っ
て
い
る
生
徒
が
い

ま
し
た
」と
い
う
。

生徒数／946人（男子432人・女子514人）
普通科31学級
進路状況（2009年度）／大学・短大進学70.1%、専各進学22.3%、就職3.3%、その他4.3%
奈良県奈良市六条西３丁目２４番１号
電話／0742-46-7501　ＵＲＬ／http://www.nishinokyo-hs.ed.jp/

進学事典

看護の道を選んだ生徒の「ベクトルシート」

進路指導部長
小橋康之先生
趣味はマラソンと自転車。生徒にも「漕ぎ
出さないとゴールはない」と、まず行動する
ことの大切さを伝えています。

県
立
西
の
京
高
校

奈
良

2010年11月1日発行

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
探
る
ワ
ー
ク
に

『
進
学
事
典
』を
フ
ル
活
用

「働くエンジニア・ナビ」のＰＤＣAの流れ

生
徒
は
関
心
を
も
つ
そ
う
だ
。

　

ま
た
、金
子
先
生
は
自
身
の
授
業
中
に
７
〜

８
分
の
読
書
タ
イ
ム
を
設
け
た
こ
と
も
。

 

「
そ
ん
な
小
さ
な
取
り
組
み
で
も
、図
書
館
の

利
用
率
が
ぐ
ん
と
上
が
り
驚
き
ま
し
た
。
最
初

は
受
け
身
で
も
、一
度
、知
的
な
刺
激
に
よ
る
快

感
や
読
了
の
達
成
感
を
知
る
と
、自
分
か
ら
す

す
ん
で
本
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
ね
」

（
金
子
先
生
）

気
楽
に
読
め
る
も
の
か
ら
始
め

少
し
ず
つ
背
伸
び
さ
せ
る

　

生
徒
へ
の
本
の
薦
め
方
に
つ
い
て
は
、同
校
司

書
教
諭
の
曽
我
部
容
子
先
生
に
伺
っ
た
。
ま

ず
、読
書
に
苦
手
意
識
が
強
い
生
徒
に
は
、最

初
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
し
て
自
信
を
も
た
せ
、少

し
ず
つ
幅
を
広
げ
て
い
く
の
が
よ
い
と
い
う
。

 

「
誰
で
も
ス
ポ
ー
ツ
や
映
画
な
ど
何
か
し
ら
に
興

味
を
も
っ
て
い
る
は
ず
。
最
初
は
サ
ッ
カ
ー
が
好

き
な
ら
中
田
の
自
伝
な
ど
、ら
く
に
読
め
る
も
の

か
ら
始
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
」（
曽
我
部
先
生
）

ん
。
古
代
に
も
未
来
に
も
行
け
る
し
、地
球
の

裏
側
に
飛
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。一つ
の
出
会
い

か
ら
で
も
、連
想
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
興
味
の
糸

を
た
ど
っ
て
読
書
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、視
野

や
知
識
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
」（
金
子
先
生
）

ど
の
教
科
の
先
生
で
も

手
軽
に
で
き
る
読
書
の
ス
ス
メ

　

数
多
く
の
本
に
触
れ
さ
せ
た
い
も
の
だ
が
、

読
書
の
習
慣
が
な
い
生
徒
も
い
る
中
、本
へ
の
関

心
を
ど
う
高
め
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　

金
子
先
生
は
授
業
中
、息
抜
き
に「
先
日
こ

ん
な
本
を
読
ん
で
感
動
し
た
」「
大
学
時
代
に

読
ん
だ
こ
の
本
が
よ
か
っ
た
」な
ど
本
の
話
題
を

出
し
て
い
る
。授
業
が
終
わ
る
や「
金
子
先
生
が

言
っ
て
い
た
○
○
の
本
は
ど
こ
で
す
か
」と
図
書

館
に
駆
け
込
む
生
徒
も
あ
り
、「
先
生
の
ひ
と
こ

と
は
図
書
だ
よ
り
よ
り
も
影
響
力
が
あ
る
」と

司
書
教
諭
に
言
わ
れ
る
と
い
う
。
授
業
内
容
に

関
連
し
た
本
を
紹
介
す
る
の
も
よ
い
が
、む
し

ろ
気
負
わ
ず
個
人
的
な
好
み
を
語
っ
た
ほ
う
が

　

ま
た
、あ
る
程
度
読
書
を
し
て
い
る
生
徒
に

対
し
て
は
、少
し
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
で
自
尊
心

を
く
す
ぐ
る
の
も
よ
い
と
い
う
。

 

「
特
に
男
子
は
、大
学
生
が
読
む
本
な
ど
少
し

難
し
い
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
が
り
ま
す
ね
。

そ
う
背
伸
び
を
し
て
い
る
と
、い
つ
の
間
に
か
そ

の
レ
ベ
ル
ま
で
自
分
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
」（
曽
我
部
先
生
）

　

そ
し
て
、曽
我
部
先
生
が
今
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
、「
家う

ち
ど
く読
」の
推
進
だ
。
保
護
者
も
同
校

図
書
館
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ

ー
ド
を
発
行
。
図
書
だ
よ
り
を
通
じ
て
、保
護

者
も
一
緒
に
本
を
読
ん
で
家
族
で
話
を
し
ま
せ

ん
か
、と
呼
び
か
け
て
い
る
。
実
際
に
始
め
て
み

た
保
護
者
か
ら
は
、「
思
春
期
の
娘
と
何
を
話

し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、本
の
話

で
盛
り
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
ふ
ざ
け
て
ば

か
り
の
息
子
が
実
は
し
っ
か
り
考
え
て
い
る
と
気

づ
い
た
」と
好
評
だ
。

　

親
子
の
会
話
量
も
増
や
す
読
書
。ク
ラ
ス
通

信
や
保
護
者
会
で
呼
び
か
け
て
、家
庭
を
巻
き

込
ん
で
促
進
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

人
と
の
出
会
い
や
体
験
活
動
を

よ
り
豊
か
に
す
る
本
の
力

 

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
様
々
な
活
動
は
、読
書
と
か

ら
め
る
と
よ
り
効
果
的
で
す
」│
│
そ
う
話
す

の
は
、広
尾
学
園
高
校
キ
ャ
リ
ア
教
育
チ
ー
ム
リ

ー
ダ
ー
で
、読
書
活
動
に
も
力
を
入
れ
る
金
子

暁
先
生
。
同
校
で
は
、第
一
線
で
活
躍
す
る
研

究
者
や
医
師
な
ど
の
講
演
会
、大
学
と
連
携
し

た
講
義
な
ど
を
数
多
く
組
み
込
ん
だ
キ
ャ
リ
ア

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
が
、そ
れ
ら

出
会
い
の
機
会
を
単
発
の〝
イ
ベ
ン
ト
〞で
終
わ

ら
せ
な
い
よ
う
、読
書
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
活
動

に
深
み
と
広
が
り
を
も
た
せ
て
い
る
。

　

司
書
教
諭
と
協
業
し
、例
え
ば
講
演
会
後
に

は
、図
書
館
の
目
に
つ
き
や
す
い
通
路
側
に
講

演
者
の
執
筆
本
を
展
示
。そ
の
隣
に
講
演
者
の

職
業
や
研
究
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
書
籍
を
並

べ
、一
歩
ず
つ
生
徒
を
図
書
館
の
奥
へ
と
い
ざ
な

っ
て
い
る
の
だ
。

 

「
実
際
の
人
と
の
出
会
い
の
場
は
限
ら
れ
ま
す

が
、本
に
は
時
間
的
、空
間
的
制
約
は
あ
り
ま
せ

　生徒は、自分にとって意味のあることだからこそ意欲を維持できま
す。そのため、学校に毎日通い授業を受けることを「上級校に合格す
るため」と考えていた生徒たちは、合格したとたんに学習意欲を失いがちです。これはなかなか防ぎよ
うがなく、多くの先生方が、長年悩んできた課題です。そこで、こんなときこそキャリア教育を行って
みてはいかがでしょうか。
　それまでの、進路を選択するためのキャリア教育ではなく、合格したからこそできる、その先にあ
るものを考えていくキャリア教育によって、低下しがちな生徒の学習意欲を取り戻すのです。まず
は、自分が選択した進路によってどのようにキャリアを実現していくのか、10年後、20年後を、具体
的に考えるエクササイズを行ってみましょう。特に、生徒の中には、本来目指していた第一志望ではな
く、不本意な学校・学部・学科に決定した者も少なくないはずです。そこで、自分が選択した進路先で学
べること、身に付けられることは何かを改めて調べさせてみて、どんな将来を描くか探っていくのです。将来
への具体的な展望や前向きな思いは、残りの高校生活を充実させていく活力につながっていくはずです。
　また、決定している進路先の授業で必要になる基礎学力を調べさせ、自分とギャップがないかどうか考えさ
せることも大切です。推薦で決まった生徒の中には、入学後、学問の前提となるべき基礎学力が不足して
いて授業についていけず、落ちこぼれてしまうケースも増えています。しっかり授業についていける学力や
基礎知識が自分に備わっているか調べさせ、自分に不足して
いる力はないか、残りの高校生活でどんな勉強をすべき

か考えさせることも大事でしょう。

［回答者］
諸富祥彦（もろとみよしひこ）先生：
明治大学文学部教授、臨床心理士、
教育学博士。全国の悩める教師のた
めのセルフヘルピングやネットワーキ
ングを支援する“教師を支える会”
代表。http://morotomi.net/

研修先へのアンケート
2010年版

「進学事典」学校選び応援号
●発行予定：２学年12月

学校情報を細かく紹介。
項目ごとに比較できる

国公立・私立大学、短大、
専門学校をオールカラー
で見やすく紹介。学問や
仕事をジャンル別に解説
しているページもあり、興
味のある分野から学校を
研究できます。

今号のテーマは「先生方の飲み会事情」。
小誌で取材させていただく熱心なキャリア教育実践校の多く
は先生方の飲み会が活発なようなのですが・・・。幹事の決め
方など各校の飲みニュケーション事情を聞いてみました。

全体幹事は５０音順
で半期ごとにまわってきます。
最近はほんとに飲み会というのが
少なくなりました。車で通勤している
人が多いこともありますが、うちは県
下でも職員間の交流が少ないと思
います。これは生徒に悪影響を
もたらしているなあと。
（奈良県）

何かというと飲み会やら打
ち上げをしています。桜が満開にな
れば「桜祭り」、ある先生ががんばればそ
の先生の苗字で「○○祭り」・・・。さらにその
飲み会が企画されるとポスターをその都度作っ
てお知らせしています。ポスターを制作していた
先生が転勤したのですがちゃんと後継者を決
めていきました（笑）。転勤してきた先生はこ
んなに働く学校は初めてと驚きますが、
飲み会の活発さにも驚くようです。

（神奈川県）

幹事は１学年の副
担任８名が担当。学校
までマイクロバスの送迎で
きるお店。会費1人６５００
円と決まっています。
（新潟県）

幹事は教科で持ち回
り。忘年会は、以前は泊まり
だったものが日帰りとなってしまい
ました。また、全員参加が暗黙の了
解だったのが、個人の事情や忙し
さを理由に、歓送迎会でさえ全員

参加しない…さびし～ 
 （長野県）

幹事はいつも私
です。お店は、日ごろ
の食べ歩きが物を言
う！？（東京都）

「生きる力」は
「飲む力」 　教員の
情報交換、意見交換
には欠かせないはず！
（高知県）

このほか「私のベクトルシートの考え方」を説明する欄と、第一志望ルートの
「志望理由」「実現への課題」「その課題への取り組み」を記入する欄が設け
られている。

▶ 高等教育機関の経営層向け専門誌
  『カレッジマネジメント』の記事閲覧

▶ 進路指導・キャリア教育の専門誌
  『キャリアガイダンス』シリーズの記事閲覧

▶ 高等教育機関、高校生、
 進路選択に関する調査報告のダウンロード

▶ 「進路環境データ」や
 各種ワークシートのダウンロード

>> http://souken.shingakunet.com/

計画
Ｐｌａｎ

実践
Do

評価
Check

改善
Action

到達目標「輝くエンジニア」

人間力・社会力・モノづくり力
向上に向けた重点目標とプラン

総合学習「キャリアデザインⅠ・Ⅱ」
による教育実践

生徒の
自己評価
（キャリア
デザインシート）

教員、保護者、
就職先企業
アンケート

成果・課題・
解決策の検討

生徒と
担当教員との
キャリア面談

広尾学園
中学校・高等学校
中高大連携・キャリア教育
チームリーダー

金子 暁
さとる

先生

広尾学園
中学校・高等学校
司書教諭

曽我部容子先生

司書教諭の曽我部先生が高校生にお薦めの12冊を厳選。
「生き方」や「未来」を考え始めた生徒たちに、ぜひ紹介したい。

未来をつくる君たちへ
司馬遼太郎作品からのメッセージ
立花隆・関川夏央・松本健一／ＮＨＫ出版

「現代を代表する一流の大人たちが、激動の時代を生きた
司馬遼太郎作品にこめられたメッセージをわかりやすく解
説。生きるヒントがみつかる」

読書は1冊のノートにまとめなさい
100円ノートで確実に頭に落とすインストール・リーディング
奥野宣之／ナナ・コーポレート・コミュニケーション

「なぜ、読んだのに覚えていないのか？　多読・速読より、本
をきちんと『財産』にするための、『インストール・リーディング』
の技術を紹介」

哲学で自分をつくる
19人の哲学者の方法
瀧本往人／東京書籍

「デカルト、サルトル、フロイト、ヘーゲルetc.19人の哲学
者の思想に触れられる、21世紀に生きる『あなた』に向け
て書かれた本」

挫折と挑戦
壁をこえて行こう
中竹竜二／ＰＨＰ研究所

「無視されることの悲しみ。怪我ばかりすることの悔しさ…
早稲田大学ラグビー部を日本一にした監督が書く自身の青
春記。夢をかなえるために全力を出し切りたい人へ」

思考の整理学　外山滋比古／ちくま文庫
「言葉や知的生産に関する著作も多い文学者が、大学やその先で求めら
れている『学び』について説く。根底にある理念は『自ら学べ』」

船に乗れ！　Ⅰ合奏と協奏・Ⅱ独奏・Ⅲ合奏協奏曲 藤谷治／ジャイブ
「高校の音楽科に通う主人公と個性豊かな仲間たちの、音楽漬けの日々 。青
春の『爽やかさ』と人生の『苦み』がともに描かれた、本格的青春小説の三部作」

なによりも大切なこと　あさのあつこ／ＰＨＰ研究所
「人気作家が語る１０代へのメッセージ。くじけそうな若者を励まし、勇気と元
気を贈る」

夢を持ってはいけません　目標達成力を身につける
佐々木宏／国土社
「生きづらい現代。目標を見失い、進路や受験・友達との人間関係に悩んで
いる高校生に、目標達成法を伝授」

こころの処方箋　河合隼雄／新潮文庫
「臨床心理学者であり幾多のカウンセリングを手がけた著者のエッセイ集。
疲れた心に効く一冊」

ニーチェ　運命を味方にする力　宮原浩二郎／ＰＨＰ文庫
「ニーチェの世界の感動や教訓が平易な言葉で描かれている。125年経っ
た現代でも『今』の自分に効く言葉に出会える」

大学で何を学ぶか　加藤諦三／ベスト新書
「大学はこれからの自分の人生について考えるところである。作家で社会学
者の著者が、自分を高めるためのキャンパス・ライフのヒントを提案」

これからの「正義」の話をしよう　今を生き延びるための哲学
マイケル・サンデル、鬼澤忍（訳）／早川書房　
「ハーバード大学史上空前の履修者数を誇る、超人気講義『Justice（正
義）』をもとにした全米ベストセラーの邦訳」

WEBサイトから小誌へのご意見ご感想をお寄せください
『クラス担任のためのCareer Guidance』各号の紹介ページ下部、「ご意見やご感想をお聞かせください」
アンケートフォームからご入力ください。
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